　　平成27年度の事業計画書

　　平成27年4月1日から平成28年3月31日まで

特定非営利活動法人ころん
１　事業の成果

　障害児計画相談事業においては、家族やその子どものニーズに合わせて福祉サービスの計画及び相談支援を行っていきたいと考えている。通所支援事業では、小集団で、日常生活動作や社会性、コミュニケーションなどの発達を促し、療育を行っていきたい。
　啓発活動の一環として、毎年参加している「おもいっきり福祉まつり」には、子ども達の楽しめる活動として、レザークラフト教室に行いたい。おやこ自転車教室は、発達障害の家族やきょうだい、知り合いなど交流を図り、その中で楽しみながら自転車にふれあう機会を提供していきたい。
２　事業の実施に関する事項

(1) 特定非営利活動に係る事業
	事 業 名

(定款に記載した事業)
	具体的な事業内容
	実施
日時
	実施場所
	従事者
の人数
	受益
対象者
の範囲
及び
人数
	事業費の金額

（千円）

	児童福祉法に規定される障害児通所支援事業及び相談支援事業等
	【児童発達支援】
①早期療育

　個々の発達に即した療育目標のもとにことばや社会性、運動機能面の発達を促すよう療育を行った。

②生活能力向上のための訓練
規則正しい生活リズムを身につけられるよう登所からお昼寝、帰るまでを毎日積み重ねることや、食事やトイレトレーニング、着替えの練習を行った。
③集団生活への適応訓練
小集団の中で保育の流れを意識し動くために他児や保育士、指導員など人への関心や活動への関心を向けることでこだわりの軽減、興味の幅を広げられるよう支援を行った。

	月から土曜日（祝日、8/13～15、12/29～1/4、研修日を除く）
	つばさことは
	8名
	述べ

200人

	11,000

	
	④レクリエーション行事
　夏祭りやクリスマス会などいつもと違う活動に対しても柔軟に対応
できるよう支援を行った。

⑤利用者の自宅又は事業所の間の送迎
　利用者の希望により、自宅や保育所・幼稚園と事業所間の送迎を行った。
⑥相談及び援助
　開所時間以外の電話やメールでの相談や直接つばさで相談する機会
を設けながら、発達や療育に関する相談をうけている。作業療法士
が月1回来所し、現場で子どもの発達に合わせた療育ができるよう指
導を受けながら、利用者の家族と共通認識の下で療育を進めることが
できた。
【放課後等デイサービス】

1 生活能力向上のための訓練
自分の持ち物を整理することやおやつの後の食器の片付けなど毎日の積み重ねで生活の流れの中で身につけられるよう取り組んでいる。クラブ活動（音楽、調理実習、工作など）にも実際に応用動作として取り組めるよう行った。
②集団生活への適応訓練
　一人遊びが多い子どもや興味・関心の幅が狭い子どもも多いため、集団で取り組める活動を設定しコミュニケーションの練習や共感して楽しめることを意識して取り組んだ。
③レクリエーション行事
　様々な体験の場面を設定している。夏祭り、クリスマス会、そうめん流し、社会見学などルールやマナーを学び、自分で参加する目的を意識してもらいながら取り組んだ。
④社会適応のための訓練
　地域にある場所を利用して、駄菓子屋さんやスーパーに買い物の練
習や、映画館、博物館、公共の施設を使う際には、ルールやマナーを
学び集団活動を行った。
⑤創作的な活動及びスポーツ
　竹細工や革細工等の制作活動やリトミックやパーカッション奏者の方の音楽教室も行い、子ども達の興味の幅を広げ、表現活動として取り組んだ。
⑥利用者の自宅又は学校と事業所の間の送迎
　利用者の希望により、自宅と学校、事業所間の送迎サービスを行う。
⑦相談及び援助
　利用者や保護者、関係機関の方々からの相談に電話やメール等で随
時対応した。
【相談支援】
　福祉サービスの利用に伴って福祉サービスの計画を行い、福祉に関
する相談を行った。
	月から土曜日（祝日、8/13～15、12/29～1/4、研修日を除く）
	つばさ

ことは
つばさ
	15名
1名
	3,000名
30名
	33,000
3,000

	福祉に関する知識の普及事業
	障害のある人、その人をとりまく人々からの相談
地域社会に対する普及活動
○障害児を持つ家族からの相談を随時受ける。発達特性を考慮した支援についてや、保育園や学校、家庭での対応などの相談を受ける。


	随時
	
	１名
	
	0

	その他第３条の目的を達成するために必要な事業
	発達障害の子ども達への発達支援活動（自転車教室、

体育教室など）
①自転車教室

　親子参加で行い、家族みんなで自転車に乗ることを楽しみながら練
習することができた。自転車に乗るための基本の操作から、今回は実
際の道路を想定し練習することができた。
②おもいっきり福祉まつり
　レザークラフト教室を行い、子ども達の工作する楽しさを体験、支

援を行う。
	①平成27年1月31日②平成27年2月14日
	①県立はまゆう支援学校

②かっぱーく
	①5名
②8名

	①5～10家族
②多数
	0
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